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Ⅰ アンケート調査概要 

 

「射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に当たり、実施したアンケート調査の概

要を以下に整理した。（表 1-1） 

 

表 1-1  アンケート調査の概要 

 
市民アンケート 高校生アンケート 学生アンケート 

参考） 

事業所アンケート 

調査対象 

・射水市内に居住

する満20歳以上

40 歳未満の市民

2,000 人（無作為

抽出） 

 

 

 

 

・射水市内に居住

する満18歳の市

民 300 人（無作

為抽出） 

 

 

 

 

 

・射水市内の高等

教育機関（富山

県立大学、富山

高等専門学校、

富山福祉短期大

学、富山情報ビ

ジネス専門学校 

）に在籍する全

学生 500 人 

・射水市内にある

事業所 500 社 

 

 

 

 

 

 

 

調査方法 
・アンケート調査

票を郵送にて配

布・回収 

・アンケート調査

票を郵送にて配

布・回収 

・市より各校へア

ンケート調査票

を配布・回収 

・アンケート用紙

を郵送にて配布 

 ・回収 

調査期間 
・平成 27 年６月 

 ～７月 

・平成 27 年６月 

 ～７月 

・平成 27 年６月 

 ～７月 
・平成 27 年１月 

配 布 数 2,000 票  300 票  500 票  500 票  

回 収 数 869 票  131 票  411 票  242 票  

回 収 率 43.5%  43.7%  82.2%  48.4%  
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Ⅱ アンケート調査結果【要旨】 

 

１ 居住環境 

 

（１）継続居住意向 

市民アンケートでは、「継続居住系」（「ずっと住み続けたい」＋「できるなら住み続けたい」）

の割合が 71.7％と、他のアンケート（高校生及び学生）に比べ著しく高い。(図 2-1) 

高校生アンケートでは、「Ｕターン系」（「一度は市外に出ても、いずれ戻り住みたい」）の割

合が 32.1％と最も高い。また、「継続居住系」の割合が 29.8％と市民アンケートに比べ低い。(図

2-2) 

学生アンケートでは、「わからない」の割合が 52.8％と最も高い。また、「転出系」（「住み続

けたくない（住みたくない）」）の割合が 31.1％と、他のアンケートに比べ著しく高い。(図 2-3) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2%

10.7%

31.1%

52.8%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

（ぜひ住みたい）

できれば住み続けたい

（できれば住みたい）

住み続けたくない

（住みたくない）

わからない

無回答他

継続居住系 

（13.9％） 

転出系 

資料：市民アンケート調査 資料：高校生アンケート調査 

図 2-3  継続居住意向（学生） 

（単数回答） （単数回答） 

26.9%

44.8%

8.3%

1.2%

17.4%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

6.9%

22.9%

32.1%

9.2%

28.2%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できれば住み続けたい

一度は市外に出ても、いずれ戻

り住みたい

住み続けたくない

わからない

無回答他

図 2-1  継続居住意向（市民） 図 2-2  継続居住意向（高校生） 

継続居住系 

（71.7％） 

継続居住系 

（29.8％） 

転出系 

（9.5％） 

Ｕターン系 

転出系 

39.7%

59.6%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

射水市内

射水市外

無回答

参考図  学生の居住地 

n=869 n=131 

n=411 

（単数回答） 資料：学生アンケート調査 （単数回答） 資料：学生アンケート調査 

n=411 
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（２）継続居住希望理由 

市民アンケートでは、「地域のなじみ・愛着」の割合が 41.1％と最も高く、「子育て環境」

（33.7％）、「住宅」（23.3％）等と続く結果となった。また、他のアンケートに比べ「自然環境」

や「日常生活の利便性」の割合が低い傾向がみられる。(図 2-4) 

高校生アンケートでは、「生まれ育ったまち」の割合が 44.4％と最も高く、「市への愛着」

（39.5％）、「自然環境」（34.6％）、「日常生活の利便性」（23.5％）等と続く結果となった。ま

た、学生アンケートに比べ、「生まれ育ったまち」の割合が高い傾向がみられる。(図 2-5) 

学生アンケートでは、「日常生活の利便性」の割合が 29.8％と最も高く、「生まれ育ったまち」

（28.1％）、「自然環境」（26.3％）等と続く結果となった。また、他のアンケートに比べ「愛着」

の割合が著しく低い傾向がみられる。(図 2-6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.1%

7.1%

33.7%

23.3%

18.1%

12.4%

19.4%

1.6%

6.4%

6.7%

0.2%

14.0%

3.0%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

地域になじみや愛着があるから

隣近所のつきあいが良いから

子育てしやすい環境にあるから

現在の住宅に満足しているから

通勤・通学に便利だから

買い物や医療など日常生活が便利だから

生活環境が良いから

教育環境が良いから

交通の便が良いから

緑や自然環境に恵まれているから

老後の生活が安心だから

ほかに行くところがないから

その他

無回答他

図 2-4  継続居住希望理由（市民） 

n=623 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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29.8%

7.0%

14.0%

3.5%

5.3%

26.3%

7.0%

3.5%

3.5%

10.5%

28.1%

10.5%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があ…

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実して…

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

23.5%

4.9%

1.2%

0.0%

0.0%

34.6%

9.9%

1.2%

3.7%

39.5%

44.4%

6.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があ…

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実して…

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

図 2-6  継続居住希望理由（学生） 

資料：高校生アンケート調査 （複数回答／限定質問） 

n=81 

n=57 

資料：学生アンケート調査 （複数回答／限定質問） 

図 2-5  継続居住希望理由（高校生） 
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（３）転居希望理由 

市民アンケートでは、「地域のなじみ・愛着」の割合が 23.2％と最も高く、「交通の便」（20.7％）、

「日常生活の利便性」・「仕事の関係」（各 15.9％）、「通勤・通学の利便性」等と続く結果とな

った。また、他のアンケートに比べ「交通の便」の割合が低い傾向がみられる。(図 2-7) 

高校生アンケートでは、「交通の便」の割合が 58.3％と最も高く、「希望する仕事・会社のな

さ」・「余暇の機会」（各 25.0％）等と続く結果となった。また、学生アンケートに比べ、「交通

の便」や「希望する仕事・会社のなさ」の割合が著しく高い傾向がみられる。(図 2-8) 

学生アンケートでは、「交通の便」の割合が 45.3％と最も高く、「市への愛着」（32.8％）、「生

まれ育ったまちで暮らしたくない」（32.0％）、「日常生活の利便性」（24.2％）、「余暇の機会」

（21.1％）等と続く結果となった。特に、高校生アンケートに比べ「生まれ育ったまちで暮ら

したくない」の割合が著しく高い傾向がみられる。(図 2-9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2%

8.5%

2.4%

11.0%

14.6%

15.9%

2.4%

2.4%

20.7%

2.4%

15.9%

4.9%

26.8%

6.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

地域になじみや愛着がないから

隣近所のつきあいがわずらわしいから

子育てしにくい環境にあるから

現在の住宅に不満を抱いているから

通勤・通学に不便だから

買い物や医療など日常生活が不便だから

生活環境が悪いから

教育環境が悪いから

交通の便が悪いから

緑や自然環境に乏しいから

仕事の関係（転勤等）で仕方ないから

老後の生活が不安だから

その他

無回答他

図 2-7  転居希望理由（市民） 

n=82 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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24.2%

45.3%

0.8%

4.7%

2.3%

2.3%

1.6%

21.1%

9.4%

32.8%

32.0%

3.9%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がな…

防犯・防災対策が不安だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足して…

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたくないから

その他

無回答他

0.0%

58.3%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

8.3%

25.0%

8.3%

16.7%

0.0%

8.3%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がな…

防犯・防災対策が不安だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足して…

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたくないから

その他

無回答他

資料：高校生アンケート調査 

図 2-9  転居希望理由（学生） 

（複数回答／限定質問） 

n=12 

n=128 

図 2-8  転居希望理由（高校生） 

（複数回答／限定質問） 資料：学生アンケート調査 
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（４）継続居住のために重要となる施策（市民） 

「とても重要」と回答した割合を比較すると、「仕事と子育てが両立できる職場環境」が

62.6％と最も高く、「子どもの医療費の助成」（62.4％）、「保育施設の充実や保育の支援」（57.2％）、

「地域における子育て支援環境の充実」（54.9％）、「出産や妊娠時の支援」（54.4％）等と続く

結果となった。このように、市民は、継続居住のためには、幅広い子育て支援策を望んでいる

ことがわかる。(図 2-10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.9%

22.8%

43.3%

54.4%

62.4%

57.2%

54.9%

48.9%

50.2%

50.5%

62.6%

27.5%

30.1%

50.4%

24.5%

33.6%

39.2%

31.1%

25.2%

20.7%

24.9%

25.9%

29.0%

27.5%

31.0%

20.3%

34.5%

33.6%

31.0%

33.9%

28.2%

25.9%

16.1%

12.0%

8.9%

9.8%

11.3%

13.3%

14.4%

11.2%

9.8%

25.7%

24.7%

11.0%

29.2%

4.9%

4.6%

3.6%

2.3%

2.0%

2.0%

2.0%

2.5%

2.0%

1.6%

1.2%

4.5%

4.1%

1.7%

4.4%

2.4%

1.2%

0.9%

1.2%

1.0%

1.4%

0.9%

1.2%

0.8%

0.8%

0.6%

2.5%

2.1%

1.2%

2.5%

6.9%

6.3%

5.1%

4.9%

5.1%

4.8%

5.1%

5.1%

5.2%

4.9%

5.6%

5.3%

5.3%

4.7%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①住宅の取得支援、住宅団地の整備

②都市基盤の整備

③公共交通の充実

④出産や妊娠時の支援

⑤子どもの医療費の助成

⑥保育施設の充実や保育の支援

⑦地域における子育て支援環境の充実

⑧学童保育の充実

⑨教育環境の充実

⑩介護サービスの充実や支援

⑪仕事と子育てが両立できる職場環境

⑫企業誘致等による雇用の創出

⑬就職、転職の支援

⑭防犯、交通安全対策

⑮地域への愛着、誇りの醸成

とても重要 少し重要 どちらでもない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答他

図 2-10  継続居住のために重要となる施策（市民） 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 

n=869 
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２ 就労環境 

 

（１）改善要望（市民） 

「残業が多い」の割合が 27.3％と最も高く、「会社の休日が少ない」25.4％、「福利厚生がし

っかりしていない」17.7％、「男性の育児休暇がとりにくい」16.7％と続く。(図 2-11) 

会社の従業員数規模別にみると、100人以上の会社の「残業が多い」、29人以下の会社の「福

利厚生がしっかりしていない」の割合が高い傾向がみられる。(図 2-12) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.5%

11.1%

27.8%

8.7%

2.4%

9.5%

27.8%

23.8%

19.0%

18.3%

11.8%

31.2%

28.0%

19.4%

10.8%

30.1%

25.8%

11.8%

7.2%

8.8%

31.2%

28.8%

17.6%

3.2%

15.2%

28.0%

11.2%

9.8%

10.7%

24.3%

38.8%

24.0%

5.7%

14.5%

23.7%

12.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

育児休暇がとりにくい

時短制度がない

会社の休日が少ない

残業が多い

男性の育児休暇がとりにくい

介護休業制度がない

福利厚生がしっかりしていない

その他

無回答

10人未満(n=126) 10～29人(n=93) 30～99人(n=125) 100人以上(n=317)

11.0%

9.8%

25.4%

27.3%

16.7%

6.1%

17.7%

22.8%

20.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

育児休暇がとりにくい

時短制度がない

会社の休日が少ない

残業が多い

男性の育児休暇がとりにくい

介護休業制度がない

福利厚生がしっかりしていない

その他

無回答他

図 2-11  改善要望（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 

n=725 

図 2-12  会社の従業員数規模別 改善要望（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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（２）就労環境（企業） 

市内企業の１週の所定労働時間は、全体平均で 41.0時間とやや長い結果となった。正規従業

員の規模別に見ると、10人未満の企業で所定労働時間が長い傾向がみられる。（表 2-1） 

市内企業の１ヶ月の平均時間外勤務時間は、全体平均で 13.0時間であり、正規従業員の規模

が大きいほど長くなる傾向がみられる。（表 2-1） 

週休２日制は、全体で 45.5％の企業が実施している。正規従業員の規模別に見ると、100人

以上の企業で週休２日制を実施していない割合が高い傾向がみられる。（図 2-13） 

 

 

 

  10 人未満  10～29 人 30～99 人 100人以上 全体平均 

１週の所定労働時間 

（休憩時間を除く） 
42.3 39.8 39.5 40.7 41.0 

１ヶ月の平均時間外 

勤務時間 
9.5 13.1 16.3 26.4 13.0 

サンプル数 121 76 31 14 242 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.5%

42.9%

51.6%

47.4%

43.0%

45.5%

57.1%

45.2%

46.1%

43.8%

9.1%

0.0%

3.2%

6.6%

13.2%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

実施している 実施していない 無回答

資料：企業アンケート調査 

資料：企業アンケート調査 

図 2-13  正規従業員の規模別 週休２日制の実施状況 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 

表 2-1  正規従業員の規模別 正規従業員の平均労働時間 
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育児休業中の賃金の取り扱いについては、全体で 44.6％の企業が「無給」である結果となっ

た。正規従業員の規模別に見ると、100 人以上の企業で「一部有給」の割合が高い傾向がみら

れる。（図 2-14） 

育児休業を取得した男性従業員は、対象者全体で 1.0％（計２人）の取得に留まる結果とな

った。なお、取得者がいる企業は正規従業員の規模が 10～29人の企業１社（9.1％）のみであ

った。（図 2-15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-14  正規従業員の規模別 育児休業中の賃金の取り扱い 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 2.5%

3.9%

2.5%

5.4%

14.3%

5.3%

5.8%

44.6%

85.7%

83.9%

44.7%

29.8%

47.5%

16.1%

46.1%

62.0%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

有給 一部有給 無休 無回答

図 2-15  育児休業取得状況（男性） 

取得した 1.0%

取得していない

99.0%

取得した 取得していない

資料：企業アンケート調査 

資料：企業アンケート調査 （対象者に占める取得者の割合） 

n=210 
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育児のための諸制度の実施状況を見ると、正規従業員の規模が大きいほど制度が充実する傾

向がみられる。（図 2-16～図 2-19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.8%

35.7%

41.9%

22.4%

6.6%

6.6%

21.4%

19.4%

7.9%

0.8%

2.5%

21.4%

6.5%

0.8%

0.8%

7.1%

1.3%

0.0%

1.2%

1.3%1.7%

28.5%

7.1%

16.1%

21.1%

38.8%

42.6%

7.1%

16.1%

46.1%

51.2%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

～３歳まで ３歳～小学校入学まで

小学１～３年生まで 小学４～６年生まで

小学校卒業以降も利用可能 制度なし

無回答

図 2-16  正規従業員の規模別 育児のための短時間勤務制度 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 

13.6%

35.7%

45.2%

13.2%

3.3%

5.8%

21.4%

12.9%

7.9%

0.8%

1.7%

7.1%

3.2%

1.7%

0.8%

7.1%

0.8%

1.7%

2.6%

1.7%

31.8%

7.1%

16.1%

28.9%

40.5%

44.6%

21.4%

22.6%

47.4%

51.2%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

～３歳まで ３歳～小学校入学まで

小学１～３年生まで 小学４～６年生まで

小学校卒業以降も利用可能 制度なし

無回答

図 2-17  正規従業員の規模別 育児のための所定外労働の免除制度 

資料：企業アンケート調査 

資料：企業アンケート調査 
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4.1%

7.1%

9.7%

5.3%

1.7%

1.2%

1.3%

1.7%

1.2%

7.1%

6.5%

0.4%

7.1%

2.9%

14.3%

3.2%

1.3%

2.5%

45.0%

42.9%

58.1%

43.4%

43.0%

45.0%

21.4%

22.6%

48.7%

51.2%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

～３歳まで ３歳～小学校入学まで

小学１～３年生まで 小学４～６年生まで

小学校卒業以降も利用可能 制度なし

無回答

図 2-18  正規従業員の規模別 育児の場合に利用できるフレックスタイム制度 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 

n=121 

n=76 

n=31 

n=14 

n=242 8.7%

14.3%

19.4%

9.2%

5.0%

3.7%

14.3%

9.7%

3.9%

0.8%

1.7%

7.1%

9.7%

1.2%

7.1%

1.3%

0.8%

2.1%

2.6%

2.5%

38.8%

42.9%

41.9%

34.2%

40.5%

43.8%

14.3%

19.4%

48.7%

50.4%

計

100人以上

30～99人

10～29人

10人未満

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

～３歳まで ３歳～小学校入学まで

小学１～３年生まで 小学４～６年生まで

小学校卒業以降も利用可能 制度なし

無回答

図 2-19  正規従業員の規模別 育児のための始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ制度 

資料：企業アンケート調査 

資料：企業アンケート調査 
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（３）就職希望業種（高校生・学生） 

高校生アンケートでは、「製造業関係」の割合が 22.1％と最も高く、「公務員・団体職員」

（19.8％）、「教育・保育関係」（16.0％）、「ＩＴ関係」（15.3％）等と続く結果となった。(図 2-20) 

学生アンケートでは、「ＩＴ関係」の割合が 26.0％と最も高く、「製造業関係」（24.1％）、「医

療関係」（22.6％）、「公務員・団体職員」（21.9％）等と続く結果となった。また、高校生アン

ケートに比べ、「医療関係」の割合が高い傾向がみられた。(図 2-20) 

一方、本市の産業（大分類）別就業者（従業地）を整理すると、高校生や学生で希望が多い

「製造業」の就業者が著しく多い一方、「情報通信業」や「公務」の就業者が著しく少ない結果

となっている。(図 2-21) 

 

図 2-20  就職希望業種（高校生）（学生） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

0.8%

8.4%

22.1%

15.3%

10.7%

4.6%

9.2%

2.3%

16.0%

2.3%

9.2%

3.1%

5.3%

9.2%

4.6%

7.6%

19.8%

3.1%

7.6%

0.8%

3.8%

9.9%

3.1%

3.1%

2.9%

11.4%

24.1%

26.0%

3.4%

3.2%

22.6%

6.3%

14.8%

1.7%

8.5%

3.9%

2.7%

4.9%

3.2%

7.1%

21.9%

1.7%

5.6%

1.2%

2.2%

10.5%

1.9%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

高校生(n=131) 学生(n=411)

資料：高校生アンケート調査 

資料：学生アンケート調査 

（複数回答） 
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図 2-21  射水市の産業(大分類)別 就業者数(従業地) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

909 

229 

16 

3,699 

12,172 

368 

180 

4,164 

6,731 

570 

331 

654 

1,524 

1,550 

1,818 

4,223 

407 

1,955 

865 

739 

0 5,000 10,000 15,000

Ａ農業，林業

Ｂ漁業

Ｃ鉱業，採石業，砂利採取業

Ｄ建設業

Ｅ製造業

Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業

Ｇ情報通信業

Ｈ運輸業，郵便業

Ｉ卸売業，小売業

Ｊ金融業，保険業

Ｋ不動産業，物品賃貸業

Ｌ学術研究，専門・技術サービス業

Ｍ宿泊業，飲食サービス業

Ｎ生活関連サービス業，娯楽業

Ｏ教育，学習支援業

Ｐ医療，福祉

Ｑ複合サービス事業

Ｒサービス業（他に分類されないもの）

Ｓ公務（他に分類されるものを除く）

Ｔ分類不能の産業

総数

資料：国勢調査（平成 22年） 
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（４）就職希望地域 

高校生アンケートでは、「希望なし」の割合が 38.2％と最も高く、「富山県内」（24.4％）、「射

水市内」（12.2％）、「東京圏」（9.9％）等と続く結果となった。学生アンケートに比べ、特に「希

望なし」の割合が著しく高いことが特徴となっている。(図 2-22) 

学生アンケートでは、「富山県内」の割合が 39.9％と最も高く、「希望なし」（16.3％）、「北

陸地方」（13.9％）、「東京圏」（12.2％）等と続く結果となった。高校生アンケートに比べ、「富

山県内」の割合が高いこと、「射水市内」の割合が低いことが特徴となっている。(図 2-22) 

 

図 2-22  就職希望地域（高校生）（学生） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

12.2%

24.4%

9.9%

3.8%

5.3%

0.0%

0.0%

3.1%

38.2%

3.1%

1.9%

39.9%

12.2%

3.4%

13.9%

9.0%

1.7%

0.0%

16.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

射水市内

富山県内

東京圏

関西圏

北陸地方

中京圏

その他国内

国外

特に地域の希望はない

無回答他

高校生(n=131) 学生(n=411)

資料：高校生アンケート調査 

資料：学生アンケート調査 

（単数回答） 
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３ 進学希望 

 

（１）卒業後の進路希望（高校生・学生） 

高校生アンケートでは、「進学」の割合が 76.3％と最も高く、「就職」（16.0％）、「未定」（4.6％）

と続く結果となった。(図 2-23) 

学生アンケートでは、「就職」の割合が 65.9％と最も高く、「進学」（18.0％）、「未定」（14.8％）

等と続く結果となった。 (図 2-23) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.3%

18.0%

16.0%

65.9%

4.6%

14.8%

1.5%

0.2%

1.5%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

高校生

学生

進学 就職 決まっていない その他 無回答他

図 2-23  卒業後の進路希望（高校生）（学生） 

n=141 

n=411 

資料：高校生アンケート調査 

資料：学生アンケート調査 

（単数回答） 
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（２）進学希望先（高校生） 

「大学」の割合が 78.0％と最も高く、「専門学校」（16.0％）、「短期大学」（5.0％）等と続く

結果となった。(図 2-24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）進学希望先の所在地（高校生） 

「県内」の割合が 25.0％と最も高く、「東京圏」（19.0％）、「北陸地方」（17.0％）等と続く

結果となった。「射水市内」は 2.0％に留まる結果となった。(図 2-25) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0%

25.0%

19.0%

10.0%

17.0%

4.0%

4.0%

0.0%

15.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40%

射水市内

富山県内

東京圏

関西圏

北陸地方

中京圏

その他国内

国外

特に地域の希望はない

無回答他

図 2-25  進学希望先の所在地（高校生） 

78.0%

5.0%

16.0%

0.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学

短期大学

専門学校

その他学校

無回答他

図 2-24  進学希望先（高校生） 

n=100 

n=100 

資料：高校生アンケート調査 

資料：高校生アンケート調査 

（単数回答／限定質問） 

（単数回答／限定質問） 
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（４）進学希望先の選択理由（高校生） 

「学びたい分野の学部等がある」の割合が 78.0％と最も高く、「将来の選択肢を広げること

が可能」（34.0％）、「自分の学力と合っている」（25.0％）等と続く結果となった。(図 2-26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.0%

11.0%

12.0%

9.0%

25.0%

34.0%

16.0%

19.0%

11.0%

8.0%

3.0%

13.0%

18.0%

7.0%

4.0%

1.0%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

学びたい分野の学部・学科・課程がある

教育方針や校風が良い

学費が安い

先端的な研究を行っている

自分の学力と合っている

将来の選択肢を広げることができる

資格取得に有利である

設備、環境が整っている

伝統、実績がある

交通の便が良い

奨学金や、学費の支援制度が充実している

就職実績が良い

自宅から通うことができる

自分の住みたい地域にある

参加したい部活動、サークル活動がある

その他

無回答他

図 2-26  進学希望先の選択理由（高校生） 

n=100 

資料：高校生アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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４ 結婚 

 

（１）結婚希望 

市民アンケートでは、「既婚者」の割合が 53.9％と最も多い。また、結婚希望系（「既婚者」

＋「結婚予定」＋「結婚希望」）の割合は 88.1と他のアンケートに比べ高い（図 2-27）。「結婚

希望者」の結婚希望年齢は、「25～29 歳まで」の割合が 30.4％と最も多く、「30～34 歳まで」

（29.7％）等と続く結果となった。(図 2-28) 

高校生アンケートでは、結婚希望系の割合が 80.9％となった。また、結婚希望年齢は、「時

期不明」の割合が 32.1％と最も多く、「25歳まで」（26.7％）等と続く。(図 2-29)  

学生アンケートでは、結婚希望系の割合が 84.0％となった。また、結婚希望年齢は、「25歳

まで」の割合が 33.6％と最も多い結果となった。(図 2-30) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-27  結婚希望（市民） 図 2-28  結婚希望年齢（市民） 

53.9%

2.4%

31.8%

2.2%

7.2%

0.9%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

現在結婚している

具体的な結婚の予定がある

いずれは結婚したい

結婚するつもりはない

わからない、関心がない

その他

無回答他

6.9%

22.9%

32.1%

9.2%

28.2%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できれば住み続けたい

一度は市外に出ても、いずれ戻

り住みたい

住み続けたくない

わからない

無回答他

資料：市民アンケート調査 資料：市民アンケート調査 

図 2-30  結婚希望（学生） 図 2-29  結婚希望（高校生） 

2.5%

30.4%

29.7%

18.1%

2.9%

15.2%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

20～24歳まで

25～29歳まで

30～34歳まで

35～39歳まで

40歳以上

わからない

無回答他

33.6%

25.1%

25.3%

5.4%

10.5%

0.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい

いずれ結婚したいが、時期はわからない

結婚したいと思わない

わからない、関心がない

既に結婚している

無回答他

26.7%

22.1%

32.1%

6.1%

11.5%

0.0%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい

いずれ結婚したいが、時期はわからない

結婚したいと思わない

わからない、関心がない

既に結婚している

無回答他

結婚希望系 

（88.1％） 

結婚希望系 

（80.9％） 

結婚希望系 

（84.0％） 

（単数回答） （単数回答／限定質問） 

n=869 n=276 

n=131 n=411 

資料：学生アンケート調査 資料：高校生アンケート調査 （単数回答） （単数回答） 
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（２）結婚していない、希望しない理由（市民） 

「出会いの機会の不足」の割合が 36.1％と最も多く、「経済的余裕」（27.9％）、「自由さ等を

失いたくない」（17.8％）等と続く結果となった。(図 2-31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=366 

7.9%

10.7%

10.1%

17.8%

12.8%

27.9%

12.3%

36.1%

3.0%

1.6%

1.4%

6.3%

14.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

結婚するにはまだ若いから

結婚の必要性を感じないから

仕事や勉強に打ち込みたいから

自由さや気楽さを失いたくないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

経済的に余裕がないから

仕事や勉強が忙しく、考える余裕がないから

適当な相手に出会う機会がないから

結婚後の住居のめどが立たないから

親や周囲の同意が得られないから

転勤や転職の予定があるから

その他

無回答他

図 2-31  結婚しない理由（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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（３）必要な婚活施策 

「出会い交流イベントの開催」の割合が 50.6％と最も多く、「企業間交流の促進」（36.2％）

等と続く結果となった。(図 2-32) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.6%

13.6%

14.5%

8.2%

36.2%

3.1%

21.5%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

出会い交流イベントの開催

結婚相談の充実

地域の身近な紹介者のあっせん

企業の応援

企業間交流（独身者同士の交流）の促進

その他

必要でない

無回答他

n=869 

図 2-32  必要な婚活施策（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答） 
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５ 子育て 

 

（１）理想の子ども数 

市民アンケートでは、「２人」の割合が 47.0％と最も多く、「３人」（31.1％）等と続く結果

となった。また、他のアンケートに比べ、「３人以上」の割合が高い傾向がみられた。(図 2-33) 

高校生アンケートでは、「２人」の割合が 50.4％と最も多く、「３人」（15.3％）等と続く結

果となった。(図 2-34)  

学生アンケートでは、「２人」の割合が 52.3％と最も多く、「３人」（17.8％）等と続く結果

となった。(図 2-35) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

1.7%

17.8%

52.3%

3.9%

4.4%

19.5%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５人以上

４人

３人

２人

１人

ほしいと思わない

わからない

無回答他

資料：市民アンケート調査 資料：高校生アンケート調査 

図 2-35  理想の子ども数（学生） 

0.0%

0.8%

15.3%

50.4%

3.8%

6.1%

22.9%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５人以上

４人

３人

２人

１人

ほしいと思わない

わからない

無回答他

0.9%

3.5%

31.1%

47.0%

4.4%

1.8%

10.2%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５人以上

４人

３人

２人

１人

0人

わからない

無回答他

図 2-33  理想の子ども数（市民） 図 2-34  理想の子ども数（高校生） 

 

（単数回答） 

n=869 n=131 

n=411 

資料：学生アンケート調査 （単数回答） 
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（２）理想の子ども数を実現するために必要なこと（市民） 

「収入の増加」の割合が 62.6％と最も多く、「子育て・教育にかかる経済的負担の軽減」

（47.3％）、「子育てに理解のある職場環境」（27.3％）等と続く結果となった。(図 2-36) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.6%

62.6%

19.4%

12.0%

12.0%

27.3%

8.5%

2.5%

16.1%

47.3%

4.6%

8.7%

18.9%

5.5%

3.8%

6.3%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安定した職の確保

収入の増加

日常的な子どもの預け先の確保

病気等緊急時の子どもの預け先の確保

祖父母の子育てへの協力、支援

子育てに理解のある職場環境

地域や国の将来への期待感

治安が良く安全な社会

子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減

子育て・教育にかかる経済的負担の軽減

より広い住宅への転居

健康上の理由の解消

妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減

子ども医療費の助成拡充

わからない

その他

無回答他

n=366 

図 2-36  理想の子ども数を実現するために必要なこと（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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（３）射水市に対する子育てしやすさの評価（市民） 

「射水市が子育てしやすいまちか」という設問に対しては、「肯定的な評価」（「そう思う」＋

「どちらかと言えばそう思う」）の割合が 71.4％と高い結果となった。(図 2-37) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1%

46.3%

4.1%

1.7%

21.9%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 

肯定的な評価 

（71.4％） 

n=869 

図 2-37  射水市に対する子育てしやすさの評価（市民） 
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（４）子育て支援として重要となる施策（市民） 

「とても重要」と回答した割合を比較すると、「子育てにかかる手当制度の充実」が 66.3％

と最も高く、「保育料等の負担の軽減」（62.9％）、「子ども医療費助成制度の充実」（61.7％）、

「学校教育の充実」（54.2％）等と続く結果となった。このように、市民は、子育て支援策の中

でも特に経済的支援策を望んでいることがわかる。(図 2-38) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.7%

34.3%

35.0%

46.7%

40.3%

31.8%

41.9%

29.1%

61.7%

66.3%

62.9%

54.2%

20.4%

32.6%

35.1%

35.7%

32.3%

38.3%

41.2%

35.2%

38.9%

25.0%

20.3%

21.3%

26.1%

31.9%

13.6%

21.7%

21.2%

14.4%

14.7%

20.0%

15.9%

24.2%

7.5%

7.5%

9.7%

13.3%

33.4%

1.5%

3.6%

2.3%

1.3%

1.6%

1.7%

1.7%

2.3%

0.8%

1.3%

0.9%

1.3%

6.9%

0.7%

0.7%

1.0%

0.6%

0.6%

0.8%

0.9%

0.8%

0.5%

0.7%

0.5%

0.5%

3.0%

4.9%

4.6%

4.8%

4.7%

4.5%

4.5%

4.4%

4.7%

4.6%

4.0%

4.7%

4.6%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①保育園等の整備

②幼児教育の充実

③子育て支援センターなどの充実

④学童保育等の充実

⑤地域における子育て支援や見守り体制の

充実

⑥子育て･育児相談体制の充実

⑦児童虐待防止、ひとり親家庭への支援の

充実

⑧母と子の健康づくりの推進

⑨子ども医療費助成制度の充実

⑩子育てにかかる手当制度の充実

⑪保育料等の負担の軽減

⑫学校教育の充実

⑬公営住宅の支援の充実

とても重要 少し重要 どちらでもない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答他

図 2-38  子育て支援として重要となる施策（市民） 

n=869 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 
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６ 市のイメージ 

 

（１）市への愛着 

市民アンケートでは、「好き系」（「とても好き」＋「好き」）の割合が 69.6％となった。 (図

2-39) 

高校生アンケートでは、「好き系」の割合が 78.6％と、他のアンケートに比べ高い傾向がみ

られた。(図 2-40)  

学生アンケートでは、「好き系」の割合が 44.0％と、他のアンケートに比べ著しく低い傾向

がみられた。(図 2-41) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.1%

39.9%

3.6%

0.5%

50.4%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても好き

好き

嫌い

とても嫌い

わからない

無回答他

18.3%

60.3%

2.3%

0.8%

16.8%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても好き

好き

嫌い

とても嫌い

わからない

無回答他

16.0%

53.6%

24.4%

0.8%

0.1%

3.9%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても好き

好き

どちらでもない

嫌い

とても嫌い

関心がない

無回答他

好き系 

（44.0％） 

（単数回答） 

図 2-39  市への愛着（市民） 図 2-40  市への愛着（高校生） 

 

資料：市民アンケート調査 資料：高校生アンケート調査 

図 2-41  市への愛着（学生） 

好き系 

（69.6％） 

好き系 

（78.6％） 

（単数回答） 

資料：学生アンケート調査 （単数回答） 

n=869 
n=131 

n=411 
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地域活動への参加状況別に見ると、高校生及び学生ともに、地域活動への参加頻度が高いほ

ど、市への愛着度が高い傾向がみられた。(図 2-42)（図 2-43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0%

47.1%

3.9%

0.9%

4.1%

50.0%

29.4%

41.9%

39.6%

39.9%

2.6%

4.8%

3.6%

0.9%

0.5%

23.5%

50.3%

52.4%

50.4%

1.3%

1.3%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎週１回以上

月１～２回

年１～２回

参加したことがない

計

とても好き 好き 嫌い とても嫌い わからない 無回答

資料：高校生アンケート調査 

図 2-43  地域活動への参加状況別 市への愛着（学生） 

 

（単数回答） 

好き系 

（90.1％） 

好き系 

（64.3％） 

好き系 

（78.6％） 

好き系 

（100.0％） 

好き系 

（76.5％） 

33.3%

23.9%

10.7%

18.3%

66.7%

66.2%

53.6%

60.3%

5.4%

2.3%

1.8%

0.8%

8.5%

28.6%

16.8%

1.4%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎週１回以上

月１～２回

年１～２回

参加したことがない

計

とても好き 好き 嫌い とても嫌い わからない 無回答

図 2-42  地域活動への参加状況別 市への愛着（高校生） 

好き系 

（100.0％） 
(n=3) 

(n=71) 

(n=56) 

(n=130) 

好き系 

（45.8％） 

（単数回答） 資料：学生アンケート調査 

好き系 

（44.0％） 

好き系 

（40.5％） 

(n=17) 

(n=155) 

(n=227) 

(n=401) 

(n=2) 
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（２）市の印象・イメージ 

「住みやすさ」や「食べ物のおいしさ」、「自然の豊かさ」、「安全性」で評価が高い一方、「娯

楽の多さ」や「観光名所の多さ」、「交通の便」等で評価が低い結果となった。 (図 2-44) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-44  市の印象・イメージ（市民） 

34.5%

3.2%1.5%

29.0%

13.7%

35.2%

7.2%
10.4%

34.6%

20.5%

55.2%

25.2%

2.8%

26.6%

40.3%

7.8%

32.3%

0.9%

12.0%

2.6%4.1%2.1%2.6%3.2%

31.8%

-23.4%

-38.8%

21.2%

-18.6%

34.3%

-4.7%

7.7%

30.5%

18.4%

52.6%

22.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

自
然
の
豊
か
さ

観
光
名
所
の
多
さ

娯
楽
の
多
さ

日
常
生
活

交
通
の
便

食
べ
物
の
お
い
し
さ

ま
ち
の
発
展

ま
ち
な
み
の
綺
麗
さ

安
全
性

人
の
あ
た
た
か
さ

住
み
や
す
さ

風
土
や
気
候
の
良
さ

高評価 低評価 差

資料：市民アンケート調査 （複数回答） 

n=869 
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（３）市の魅力 

市民アンケートでは、「自然」の割合が 42.1％と最も高く、「くらし」（30.5％）、「安心」・「安

全」（各 26.6％）等と続く結果となった。他のアンケートに比べ、特に「暮らし」の割合が高

い結果となった。（図 2-45） 

高校生アンケートでは、「自然」の割合が 55.0％と最も高く、「安全」（38.9％）、「安心」（33.6％）

等と続く結果となった。他のアンケートに比べ、特に「自然」や「安全」の割合が高い結果と

なった。（図 2-45） 

学生アンケートでは、「特にない」の割合が32.4％と最も高く、「自然」（32.1％）、「安全」（17.8％）

等と続く結果となった。他のアンケートに比べ、特に「特にない」の割合が高い結果となった。

（図 2-45） 

 

図 2-45  市の魅力（市民）（高校生）（学生） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

  

13.3%

26.6%

4.7%

2.5%

2.2%

4.3%

42.1%

18.1%

2.5%

9.3%

4.4%

30.5%

26.6%

6.9%

1.8%

13.7%

3.0%

8.4%

33.6%

6.9%

3.1%

3.8%

2.3%

55.0%

15.3%

2.3%

15.3%

3.1%

11.5%

38.9%

7.6%

1.5%

8.4%

1.5%

8.3%

15.1%

5.8%

1.2%

5.1%

8.0%

32.1%

4.6%

2.7%

11.7%

5.4%

15.3%

17.8%

3.6%

1.7%

32.4%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

教育

安心

交流

経済

にぎわい

環境

自然

歴史

文化

景観

都市機能

くらし

安全

地域

その他

特にない

無回答他

市民(n=869) 高校生(n=131) 学生(n=411)

資料：高校生アンケート調査 

資料：学生アンケート調査 

資料：市民アンケート調査 （複数回答） 
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７．その他 

 

（１）継続居住意向 

継続居住意向（市民アンケート）を地区別に集計すると、継続居住意向については、各地区

で大きな傾向の違いは見られなかった。(図 2-46～図 2-50) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.5%

45.8%

8.4%

0.8%

13.7%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

誤回答

32.1%

46.7%

5.1%

0.0%

16.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

誤回答

継続居住系 

（76.3％） 

図 2-48  継続居住意向（市民／大門地区） 

継続居住系 

（78.8％） 

転出系 

（5.1％） 
転出系 

（9.2％） 

23.7%

42.0%

10.3%

2.3%

19.8%

1.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

誤回答

25.2%

46.3%

8.1%

1.0%

17.2%

2.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

誤回答

35.0%

45.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

誤回答

図 2-50  継続居住意向（市民／下地区） 

継続居住系 

（80.0％） 

転出系 

（0.0％） 

資料：市民アンケート調査 資料：市民アンケート調査 

図 2-49  継続居住意向（市民／大島地区） 

（単数回答） （単数回答） 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 資料：市民アンケート調査 （単数回答） 

図 2-46  継続居住意向（市民／新湊地区） 

転出系 

（12.6％） 

図 2-47  継続居住意向（市民／小杉地区） 

継続居住系 

（65.7％） 

継続居住系 

（71.5％） 

転出系 

（9.1％） 

n=262 

n=137 n=131 

n=20 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 

n=309 
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（２）継続居住希望理由 

継続居住希望理由（市民アンケート）を地区別に集計すると、新湊地区の「地域のなじみ・

愛着」の割合が高いほか、小杉地区の「日常生活の利便性」の割合が高い傾向がみられる。（図

2-51） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.9%

10.5%

32.6%

26.7%

12.2%

3.5%

9.9%

1.7%

2.3%

5.8%

0.0%

15.7%

1.7%

0.0%

34.8%

3.6%

32.6%

19.5%

23.5%

22.2%

26.2%

1.4%

10.9%

7.7%

0.0%

10.9%

3.2%

0.0%

38.9%

13.0%

35.2%

23.1%

15.7%

4.6%

15.7%

2.8%

2.8%

7.4%

0.9%

18.5%

5.6%

0.9%

36.0%

4.0%

36.0%

24.0%

20.0%

16.0%

27.0%

0.0%

8.0%

5.0%

0.0%

11.0%

3.0%

0.0%

43.8%

0.0%

37.5%

31.3%

12.5%

6.3%

12.5%

6.3%

0.0%

6.3%

0.0%

31.3%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

地域になじみや愛着があるから

隣近所のつきあいが良いから

子育てしやすい環境にあるから

現在の住宅に満足しているから

通勤・通学に便利だから

買い物や医療など日常生活が便利だから

生活環境が良いから

教育環境が良いから

交通の便が良いから

緑や自然環境に恵まれているから

老後の生活が安心だから

ほかに行くところがないから

その他

無回答他

新湊地区(n=172) 小杉地区(n=221) 大門地区(n=108) 大島地区(n=100) 下地区(n=16)

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 

図 2-51  地区別 継続居住希望理由（市民） 
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（３）転居希望理由 

転居希望理由（市民アンケート）を地区別に集計すると、新湊地区の「通勤・通学の利便性」

や「日常生活の利便性」、「交通の便」、大島地区の「仕事の関係」の割合が高い傾向がみられる。

（図 2-52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.1%

12.1%

0.0%

12.1%

24.2%

27.3%

3.0%

6.1%

33.3%

0.0%

9.1%

3.0%

27.3%

6.1%

32.1%

3.6%

7.1%

10.7%

10.7%

10.7%

3.6%

0.0%

14.3%

3.6%

14.3%

7.1%

25.0%

10.7%

28.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

14.3%

0.0%

57.1%

0.0%

25.0%

16.7%

0.0%

16.7%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

8.3%

33.3%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

地域になじみや愛着がないから

隣近所のつきあいがわずらわしいから

子育てしにくい環境にあるから

現在の住宅に不満を抱いているから

通勤・通学に不便だから

買い物や医療など日常生活が不便だから

生活環境が悪いから

教育環境が悪いから

交通の便が悪いから

緑や自然環境に乏しいから

仕事の関係（転勤等）で仕方ないから

老後の生活が不安だから

その他

無回答他

新湊地区(n=33) 小杉地区(n=28) 大門地区(n=7) 大島地区(n=12) 下地区(n=0)

図 2-52  地区別 転居希望理由（市民） 

資料：市民アンケート調査 （複数回答／限定質問） 
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（４）継続居住のために重要となる施策（市民） 

継続居住のために重要となる施策（市民アンケート）について「とても重要」と回答した割

合を地区別に集計すると、下地区の「仕事と子育てが両立できる職場環境」や「就職、転職の

支援」の割合が高い傾向がみられる。（図 2-53） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.8%

26.0%

51.1%

54.2%

61.8%

54.6%

50.4%

46.9%

50.8%

45.4%

58.4%

28.6%

30.9%

50.8%

26.3%

25.9%

20.7%

39.5%

55.7%

61.5%

57.0%

53.4%

46.3%

46.3%

52.1%

61.5%

26.9%

28.5%

47.6%

21.0%

17.5%

22.6%

40.9%

54.0%

65.0%

59.9%

60.6%

51.1%

52.6%

53.3%

67.2%

28.5%

29.2%

48.2%

25.5%

25.2%

21.4%

36.6%

53.4%

63.4%

61.1%

62.6%

57.3%

54.2%

53.4%

67.9%

24.4%

31.3%

57.3%

26.7%

20.0%

25.0%

50.0%

50.0%

60.0%

50.0%

50.0%

45.0%

55.0%

55.0%

75.0%

35.0%

50.0%

55.0%

30.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

①住宅の取得支援、住宅団地の整備

②都市基盤の整備

③公共交通の充実

④出産や妊娠時の支援

⑤子どもの医療費の助成

⑥保育施設の充実や保育の支援

⑦地域における子育て支援環境の充実

⑧学童保育の充実

⑨教育環境の充実

⑩介護サービスの充実や支援

⑪仕事と子育てが両立できる職場環境

⑫企業誘致等による雇用の創出

⑬就職、転職の支援

⑭防犯、交通安全対策

⑮地域への愛着、誇りの醸成

新湊地区(n=262) 小杉地区(n=309) 大門地区(n=137) 大島地区(n=131) 下地区(n=20)

図 2-53  地区別 継続居住のために重要となる施策（市民）（とても重要） 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 
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（５）出生率計算因子の数値（市民） 

既婚者の割合は 56.0%であり、未婚者の割合は 44.0％である。（図 2-54） 

既婚者の予定の子ども数は、「２人」の割合が 52.9％と最も多く、「３人」（21.4％）等と続

く。（図 2-55） 

既婚者の理想の子ども数は、「２人」の割合が 46.0％と最も多く、「３人」（40.3％）等と続

く。（図 2-56） 

未婚者の予定の子ども数は、「２人」の割合が 48.1％と最も多く、「３人」（19.5％）等と続

く。（図 2-57） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5%

1.6%

19.5%

48.1%

5.3%

3.7%

19.5%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

1.3%

5.0%

40.3%

46.0%

3.6%

0.4%

2.7%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

0.4%

2.7%

21.4%

52.9%

9.7%

0.6%

10.9%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

56.0%

44.0%

既婚 未婚

資料：市民アンケート調査 資料：市民アンケート調査 

図 2-56  既婚者の理想の子ども数（市民） 

図 2-54  既婚者・未婚者の割合（市民） 図 2-55  既婚者の予定の子ども数（市民） 

 

（単数回答） 

（その他、無回答等を除く） 

n=850 
n=476 

n=374 

資料：市民アンケート調査 （単数回答） 

（単数回答） 

n=476 

（単数回答） 資料：市民アンケート調査 

図 2-57  未婚者の理想の子ども数（市民） 
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未婚者の結婚希望割合は、79％である。（図 2-58） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7%

73.2%

4.9%

15.2%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

具体的な結婚の予定がある

いずれは結婚したい

結婚するつもりはない

わからない、関心がない

その他

資料：市民アンケート調査 

図 2-58  未婚者の結婚希望割合（市民） 

（単数回答） 

（無回答を除く） 

n=369 

結婚希望 

（79％） 


